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な
ぜ
利
用
者
は
減
少
し
た
の
か
？

ス
利
用
者
の
減
少
背
景
に
は
、
い

く
つ
か
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
、
年
々
進
行
し
て
い
る
少
子
化
で
あ

る
。
バ
ス
の
利
用
者
は
概
ね
交
通
手
段
を

持
た
な
い
児
童
・
生
徒
で
あ
る
。
以
前
の

人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
「
釣
鐘
型
」
で
あ
っ

た
が
、
現
在
は
「
逆
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
の
よ

う
な
形
と
な
り
、
利
用
者
層
の
相
対
的
な

減
少
と
い
う
背
景
が
あ
る
。

に
、
病
院
の
送
迎
バ
ス
に
よ
る
影

響
で
あ
る
。
進
歩
す
る
医
療
技
術
、

求
め
ら
れ
る
高
い
サ
ー
ビ
ス
、
田
舎
か
ら

都
市
部
へ
の
患
者
の
流
出
な
ど
医
療
界
を

取
巻
く
環
境
も
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

患
者
の
獲
得
を
目
指
し
て
運
行
し
て
い
る

「
送
迎
バ
ス
」。こ
の
こ
と
も
乗
降
者
の
減

少
に
現
れ
て
い
る
。

た
、
単
に
バ
ス
運
賃
が
高
く
、
本

数
も
少
な
い
こ
と
も
そ
の
要
因
と

な
っ
て
い
る
。
都
市
部
の
よ
う
に
多
く
の

利
用
者
が
い
れ
ば
、
低
料
金
の
設
定
が
可

能
で
あ
り
、
本
数
も
増
や
せ
る
で
あ
ろ
う

が
、
地
方
に
お
い
て
は
利
用
者
も
限
ら
れ
、

あ
る
程
度
高
い
運
賃
設
定
と
限
ら
れ
た
本

数
と
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
こ
と
が
更

に
バ
ス
離
れ
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
と
い

っ
た
観
は
ゆ
が
め
な
い
。

担
軽
減
の
た
め
に
、
家
庭
に
よ
る

送
迎
も
多
く
行
わ
れ
て
い
る
の
が

現
状
だ
。

　

ご
利
用
頂
い
て
い
る
お
客
さ
ん
の
多
く

は
顔
な
じ
で
、
誰
が
ど
こ
で
乗
る
の
か
ほ

と
ん
ど
わ
か
り
ま
す
。
悪
天
候
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
首
を
長
く
し
て
待
っ
て
い
る
お

客
さ
ん
を
見
る
と
「
昔
の
よ
う
に
多
く
バ

ス
を
走
ら
せ
た
ら
、
ど
ん
な
に
便
利
だ
ろ

う
」
と
思
い
ま
す
よ
。

こ
の
人
に
聞
く

住
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
…

人
が
乗
ら
な
け
れ
ば
バ
ス
は
走
れ
な
い

線
バ
ス
を
維
持
す
る
に
は
、
住
民

の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
大
切
で
あ
り
、

沿
線
住
民
が
中
心
と
な
っ
て
日
常
か
ら
可

能
な
限
り
利
用
す
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

線
住
民
は
、
そ
の
路
線
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
、
路
線
が
走
っ
て
い

な
い
と
こ
ろ
と
比
べ
て
も
少
な
か
ら
ず
恩

恵
を
受
け
て
い
る
。
将
来
に
お
い
て
も
豊

か
な
都
市
的
生
活
を
営
み
た
い
と
欲
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
常
日
頃
か
ら
一
人
で
も
多

く
の
者
が
利
用
す
る
こ
と
が
最
善
な
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ス
と
い
う
地
域
の
足
が
存
続
す
る

か
ど
う
か
の
鍵
は
、
利
用
者
で
あ

る
私
た
ち
が
握
っ
て
い
る
こ
と
に
間
違
い

は
な
い
。
人
が
乗
ら
な
け
れ
ば
バ
ス
は
走

れ
な
い
の
だ
。

バ
ス
の
多
様
性

　

近
年
、
高
齢
化
の
進
行
と
と
も
に
、
高

齢
者
の
事
故
割
合
も
高
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
将
来
に
お
い
て
は
高
齢
者
の
運
転
免

許
取
得
の
制
限
も
予
想
さ
れ
る
。

　

今
後
、
更
な
る
高
齢
化
が
予
想
さ
れ
る

な
か
、
公
共
交
通
機
関
と
し
て
バ
ス
は
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
バ
ス
は
大
量
輸
送
が
可
能
で
あ

り
、
環
境
に
優
し
い
乗
り
物
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
マ
イ
カ
ー
か
ら
バ
ス
な
ど
へ
の
転

換
は
、
地
球
環
境
へ
の
負
荷
の
軽
減
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
促
進
、
交
通
事
故
の
抑
制
、

高
齢
者
・
障
害
者
な
ど
の
交
通
手
段
の
確

保
な
ど
、
様
々
な
社
会
問
題
を
解
決
す
る

う
え
か
ら
も
大
き
な
効
果
が
あ
る
。

す
る
重
要
な
基
盤
で
あ
る
「
バ
ス
」
を
維

持
す
る
に
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い

の
か
。

　

従
来
と
同
様
に
沿
線
自
治
体
が
補
助
金

を
出
せ
れ
ば
よ
い
が
、
町
の
財
政
状
況
を

考
え
る
と
こ
れ
以
上
の
負
担
増
に
は
と
て

も
対
応
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
こ
れ
だ
け

の
額
を
今
後
も
補
助
し
続
け
ら
れ
る
か
ど

う
か
も
わ
か
ら
な
い
。

バ
ス
の
多
様
性

　

で
は
、
地
域
住
民
の
日
常
生
活
を
支
え

る
と
と
も
に
、
豊
か
な
地
域
社
会
を
形
成

維
持
す
る
た
め
に

石川町の負担額 
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石
川
町
地
域
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
最終回

　

石
川
町
で
は
、
町
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

な
ど
の
調
査
・
研
究
に
基
づ
い
て
、　

年
間
で

１０

　

％
の
二
酸
化
炭
素
量
を
削
減
し
よ
う
と
す
る

１５目
標
を
立
て
た
「
石
川
町
地
域
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
号
で
は
、
農
林
業
へ
の
省
エ
ネ
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
公
共
施
設
と
自
動
車
の
省
エ

ネ
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

�
�
�
�

�

�

�

�
�

の
省
エ
ネ

公
共
施
設
の
省
エ
ネ
施
策

普
及
啓
発

●
広
報
活
動
の
促
進

　

町
民
の
み
な
さ
ん
や
事
業
者
へ
の
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み
が
進
む
よ
う
、
広

報
活
動
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

●
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
委
員
会
等
の
設
置

　

町
民
・
事
業
者
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取

り
組
み
状
況
を
定
期
的
に
把
握
す
る
と
と

も
に
、
必
要
な
措
置
を
検
討
し
ま
す
。

●
Ｃ
Ｏ
２
買
い
上
げ
制
度
の
検
討

　

炭
素
税
の
導
入
、
市
町
村
に
よ
る
Ｃ
Ｏ

２
買
い
上
げ
制
度
を
検
討
し
た
り
、
無
駄

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
使
わ
な
い
な
ど
、
率
先

的
な
行
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
役
所
の
率
先
行
動

　

役
所
が
町
民
・
事
業
者
の
率
先
的
な
役

割
を
果
た
す
た
め
、
通
勤
に
は
自
動
車
の

乗
り
合
い
や
自
転
車
通
勤
を
検
討
し
た
り
、

無
駄
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
わ
な
い
な
ど
、

率
先
的
な
行
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
の
導
入

　

新
庁
舎
の
建
設
に
当
っ
て
は
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
型
の
施
設
整
備
を
推
進
す
る
な
ど
、

公
共
施
設
で
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
の
導

入
を
検
討
し
ま
す
。

●
省
エ
ネ
機
器
の
導
入
促
進

　

事
務
機
器
の
製
品
を
購
入
す
る
際
に
は
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
の
製
品
の
導
入
を
促
進

し
ま
す
。

公
共
施
設
で
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

●
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ

　

冬
場
の
暖
機
運
転
は
必
要
最
小
限
に
抑

え
る
な
ど
、
駐
車
場
や
道
路
で
長
時
間
ア

イ
ド
リ
ン
グ
を
行
わ
な
い
よ
う
、
町
民
や

事
業
者
に
対
し
て
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ

プ
運
動
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。

●
省
エ
ネ
カ
ー
・
低
燃
費
車
購
入
の
推
進

　

新
規
に
自
動
車
を
購
入
す
る
際
に
は
、

自
動
車
の
省
エ
ネ
施
策

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
カ
ー
や
低
燃
費
車
を
購
入

す
る
よ
う
町
民
や
事
業
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
努

め
ま
す
。

●
「
歩
く
こ
と
」
の
推
進

　

町
民
に
対
し
て
、
近
距
離
の
通
勤
・
通

学
に
は
徒
歩
・
自
転
車
を
利
用
し
た
り
、

町
内
に
散
歩
コ
ー
ス
を
設
定
す
る
な
ど
、

で
き
る
だ
け
歩
く
こ
と
を
心
が
け
る
よ
う

Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。

●
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
の
導
入

　

郡
山
圏
内
な
ど
へ
の
通
勤
者
に
対
し
て

Ｊ
Ｒ
水
郡
線
で
の
通
勤
を
促
進
す
る
た
め
、

磐
城
石
川
駅
な
ど
の
駅
周
辺
に
駐
車
場
を

設
置
し
、
駅
に
自
家
用
車
を
駐
車
し
て
電

車
通
勤
が
で
き
る
よ
う
、
パ
ー
ク
ア
ン
ド

ラ
イ
ド
の
導
入
を
検
討
し
ま
す
。
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１
月　

日
、
石
川
文
化
幼
稚
園
で
三
世
代
餅
つ

２３

き
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
、
保
護
者
、
祖
父
母
な
ど
約
２
０

０
人
が
参
加
。

　

祖
父
母
か
ら
提
供
さ
れ
た
餅
米
２
俵
を
、
真
っ

白
に
な
っ
た
園
庭
で
、
保
護
者
と
子
ど
も
た
ち
が

「
ペ
ッ
タ
ン
・
ペ
ッ
タ
ン
」
と
杵
を
つ
き
、
部
屋

の
中
で
は
、
あ
ん
こ
餅
、
き
な
こ
餅
、
お
雑
煮
や

大
き
な
大
福
を
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
な
ど
に
教
わ
り

な
が
ら
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
、
美
味
し
そ
う
に
、
楽
し
そ
う

に
、
搗
き
立
て
の
餅
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　

１
月　

日
、
町
長
室
で
人
権
擁
護
委
員
を
長
年

２０

努
め
た
中
村
嘉
雄
さ
ん
（
塩
沢
字
大
日
向
）
へ
の

法
務
大
臣
感
謝
状
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

黒
津
綾
子
福
島
地
方
法
務
局
白
河
支
局
長
が

感
謝
状
を
手
渡
し
「
尽
力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

退
任
後
も
地
域
の
人
々
の
相
談
相
手
と
し
て
が

ん
ば
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
西
牧
立
博
町

長
も
功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。

　

中
村
さ
ん
は
、
人
権
擁
護
委
員
を
昭
和　

年
か

６３

ら
５
期　

年
務
め
、　

月
末
に
退
任
。
こ
の
間
、

１５

１２

白
河
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
副
会
長
、
同
協
議
会

石
川
部
会
長
を
歴
任
し
ま
し
た
。

中
村
嘉
雄
さ
ん
に

法
務
大
臣
感
謝
状

　

１
月　

日
、
石
川
町
教
育
委
員
会
で
は
、
第　

２６

５０

回
文
化
財
防
火
デ
ー
に
あ
わ
せ
、
町
指
定
文
化
財

６
件
の
防
火
査
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

県
文
化
財
保
護
指
導
員
１
人
、
町
文
化
財
保
護

指
導
員
４
人
、
消
防
職
員
２
人
、
消
防
団
２
人
、

教
育
委
員
会
担
当
職
員
３
人
が
、
消
化
用
具
・
水

利
の
状
況
・
防
火
管
理
な
ど
の
防
火
体
制
を
チ
ェ

ッ
ク
し
ま
し
た
。

▼
乗
蓮
寺
の
銅
鐘
▼
薬
王
寺
の
薬
師
堂
と
仏
像
▼
石

都
々
古
和
気
神
社
の
鰐
口
▼
華
蔵
寺
の
銅
鐘
▼
北
山
形

区
の
福
満
虚
空
蔵
堂
▼
谷
地
区
の
千
手
観
音
立
像

文
化
幼
稚
園
で

三
世
代
餅
つ
き
交
流

文
化
財
防
火
デ
ー

町
指
定
文
化
財
を
査
察
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２
月
２
日
、
役
場
分
庁
舎
会
議
室
で
、
第
３
回

長
久
保
地
区
み
ら
い
ま
ち
づ
く
り
検
討
会
（
日
下

志
郎
会
長
・
委
員　

人
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

１１

　

長
久
保
地
区
は
用
途
地
域
の
変
更
に
よ
り
新

た
な
宅
地
開
発
や
店
舗
の
進
出
な
ど
将
来
性
が

高
く
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
良
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
地
元
の
代
表
や
県
・
町

を
交
え
た
検
討
会
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
地
調
査
や
講
演
会
を
は
じ
め
、
こ
の
日
は
他

の
事
例
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
身
な
が
ら
意
見

交
換
す
る
な
ど
、
国
道
１
１
８
号
沿
線
の
良
好
な

環
境
を
活
力
あ
る
も
の
に
し
よ
う
と
話
し
合
い

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

長
久
保
地
区
み
ら
い
ま
ち
づ
く
り

検
討
会
が
現
地
調
査
な
ど

　

２
月
３
日
、
野
木
沢
幼
稚
園
（
佐
久
間
國
夫
園

長
・
園
児　

人
）
で
節
分
恒
例
の
豆
ま
き
が
行
わ

１９

れ
ま
し
た
。

　

元
気
よ
く
豆
ま
き
の
唄
を
歌
っ
た
後
、
佐
久
間

園
長
が
鬼
の
嫌
い
な
イ
ワ
シ
の
頭
を
焼
い
て
ヒ

イ
ラ
ギ
の
枝
に
刺
す
言
わ
れ
な
ど
を
話
し
「
悪
い

鬼
を
追
い
払
っ
て
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

鬼
の
創
作
物
が
飾
ら
れ
た
遊
戯
室
で
は
、
子
ど

も
た
ち
が
、
２
組
に
分
か
れ
大
き
な
声
で
「
鬼
は

外
、
福
は
内
」
と
豆
を
ま
き
、
鬼
の
お
面
を
か
ぶ

っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
手
づ
く
り
の
升
に
い
っ
ぱ

い
豆
を
拾
っ
て
い
ま
し
た
。

　

１
月　

日
、
石
川
町
共
同
福
祉
施
設
で
、
石
川

２９

町
体
育
協
会
（
岡
崎
重
春
会
長
）
の
平
成　

年
度

１５

表
彰
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
一
般
、
中
高
生
を
含
む　

人
が
表
彰

７６

さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
等
に
精
進
す
る
こ
と
を
誓

い
合
い
ま
し
た
。

▼
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
・
桑
沢　

康
さ
ん
（
写
真
・
石
川
ス

ケ
ー
ト
ク
ラ
ブ
）
▼
ス
ポ
ー
ツ
普
及
賞
・
熊
田
重
信
さ
ん

（
石
川
ス
ケ
ー
ト
ク
ラ
ブ
）、
高
原
光
雄
さ
ん
（
石
川
町

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
）
▼
優
秀
指
導
者
賞
・
鈴
木
宗
徹
さ

ん
（
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
・
県
立
石
川
）
▼
最
優
秀

選
手
賞
・
小
豆
畑
郁
也
さ
ん
（
自
転
車
・
学
法
石
川
）、

岡
部
愛
美
さ
ん
（
柔
道
・
学
法
石
川
）
▼
寺
島
啓
史
さ
ん

（
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
・
県
立
石
川
）
▼
優
秀
選
手

賞
・　

人
６９

石
川
町
体
育
協
会

ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
な
ど
を
表
彰 身近に行われている

楽しいイベントや
明るい話題などを
役場総務課まで
お寄せください。

悪
い
鬼
は
飛
ん
で
い
け

子
ど
も
た
ち
が
節
分
豆
ま
き
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職
業
▽
屋
敷
入
に
あ
る
㈱
志
賀
建
設
で

働
い
て
い
ま
す
。

今
、
情
熱
を
傾
け
て
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
は
何
で
す
か

会
社
に
入
っ
て
見
て
、
み
ん
な
が

明
る
く
、
楽
し
い
職
場
だ
な
ぁ
と

思
い
ま
し
た
。
覚
え
な
く
て
は
な
ら
な

い
仕
事
が
あ
る
の
で
、
が
ん
ば
っ
て
身

に
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

将
来
の
夢
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

家
族
に
は
、
い
ろ
い
ろ
と
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
何
か
恩
返

し
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

明
る
く
、
笑
顔
の
絶
え
な
い
家
族
を
持

つ
こ
と
で
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
な
ん
で
す
か

み
ん
な
が
明
る
く
な
る
町
、
住
み

や
す
い
環
境
づ
く
り
を
望
み
ま
す
。

最
後
に
理
想
の
女
性
の
タ
イ
プ
は

優
し
く
、
し
っ
か
り
し
て
い
る
人
。

何
事
に
も
思
い
や
り
の
あ
る
人
。

次
回
は
、
吉
田　

万
理
枝
さ
ん
で
す
。

大
橋　

伍
藤
さ
ん（　

歳
）

７１

　
　
　

栄
子
さ
ん（　

歳
）

７０

住
所
／
山
形
字
菖
蒲
沢

中田字皆宝内

三森康裕さん（２２歳）

仲田　彩花    ちゃん
あやか

中野字寺内　　　　　　　　　

茂司さん・佐和子さんの長女　

平成１３年２月１０日生まれ　　

「思いやりのある人に育って

ネ！」

　
「
ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
」
で
は
、

１
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん

の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。応

募
方
法
は
、お
子
さ
ん
の
写
真
、名

前
、誕
生
日
、電
話
番
号
を
明
記
し

て
、
封
書
で
役
場
総
務
課
広
報
広

聴
係
ま
で
お
便
り
く
だ
さ
い
。
後

日
担
当
が
撮
影
に
お
伺
い
し
ま
す
。

　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
掲
載
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
願
い
ま
す
。

お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

子
ど
も
は
４
人
授
か
り
、
孫
が
９

人
に
な
り
ま
し
た
。

結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を
聞

５０

か
せ
て
く
だ
さ
い

私
た
ち
は
昭
和　

年
４
月
に
結

３０

婚
し
ま
し
た
。
葉
タ
バ
コ
、
水
稲

な
ど
も
作
っ
て
い
ま
し
た
が
耕
地
が
少

な
か
っ
た
の
で
、
昼
は
勤
め
、
夜
は
農

業
と
妻
と
共
に
協
力
し
合
い
生
計
を
立

て
ま
し
た
。
私
は
、
昭
和　

年
に
自
動

２７

車
免
許
を
取
得
し
、
森
永
乳
業
で
牛
乳

の
集
荷
や
タ
ク
シ
ー
、
バ
ス
な
ど
、
運

転
業
務
で
過
ご
し
ま
し
た
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

伍
藤
さ
ん　

菊
づ
く
り
で
す
。

栄
子
さ
ん　

花
づ
く
り
で
す
。

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を

教
え
て
く
だ
さ
い

石
尊
山
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、

春
の
桜
並
木
、
冬
の
あ
さ
ひ
公
園

前
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
と
て
も
好

き
で
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

国
道
沿
い
の
兎
田
地
区　

戸
は
、

３０

少
な
い
地
下
水
を
利
用
し
て
い
る

の
で
、
簡
易
水
道
を
延
長
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。



福井県 佐川　泰正　さん

▲展示会での器を使っ
た食事会のようす

9広報広報いしかわいしかわ　３３月月号号

塩
沢
字
割
田
作

田
中　

順
孝
さ
ん

佐々木　 凱 士   ちゃん

かい と

古舘　　　　　　　　　

伸哉さん・晃子さんの長男　　

平成１５年１月１０日生まれ　　　

「パパとママの大事な宝物です。

健康でたくましく、そして思いや

りのある優しい子に育ってネ！」

北海道沙流郡日高町北海道沙流郡日高町

◆
あ
な
た
の
故
郷
は
ど
ん
な
所
で
す
か

　

面
積
の　

％
が
山
林
で
日
高
山
脈
の

９５

裾
野
に
あ
る
人
口
約
２
、
１
０
０
人
の

北
海
道
沙
流
郡
日
高
町
で
す
。

　
　

年
以
上
前
に
も
な
り
ま
す
が
、
時

５０
に
は
熊
や
え
ぞ
鹿
な
ど
に
会
え
、
春
に

は
ス
ズ
ラ
ン
、山
桜
、こ
ぶ
し
等
が
咲
き

ま
す
。清
流
に
は
ヤ
マ
メ
も
動
き
始
め
、

北
国
の
春
を
連
想
さ
せ
る
と
て
も
美
し

い
と
こ
ろ
だ
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　

今
は
道
路
も
整
備
さ
れ
日
勝
峠
を
越

え
る
と
十
勝
平
野
に
出
ま
す
。

◆
い
つ
、
石
川
町
に
来
ま
し
た
か

　

昭
和　

年
に
仕
事
の
都
合
で
石
川
町

３７

に
き
ま
し
た
。

◆
石
川
町
の
印
象
は

　

鉱
山
の
採
掘
の
仕
事
で
石
川
町
へ
来

た
当
時
は
、
と
て
も
活
気
が
あ
り
、
人

情
味
も
あ
ふ
れ
、
城
下
町
の
雰
囲
気
を

持
っ
た
す
て
き
な
所
だ
な
あ
と
思
い
ま

し
た
。

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

石
川
町
の
発
展
を
思
い
、
希
望
を
一

言
。
若
い
人
が
石
川
町
に
定
着
し
て
働

け
る
職
場
が
ほ
し
い
。
子
ど
も
た
ち
を

安
心
し
て
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
。

自
然
を
活
か
し
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト
づ
く

り
。
早
く
こ
の
不
況
を
脱
し
て
静
か
な

町
を
明
る
い
活
気
の
あ
る
町
に
復
活
す

る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

　
「
私
の
ふ
る
さ
と
」
は
、
町
外
か
ら
石
川
町
に
来
ら
れ

た
方
々
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
６
地
区
を
巡
回
し
、

み
な
さ
ん
の
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
、
石

川
町
の
印
象
な
ど
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
登
場
し
た

い
方
は
、
総
務
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
生
ま
れ
は
ど
こ
で
す
か

　

那
須
連
山
の
夕
陽
が
き
れ
い
に
望
め
る
赤
羽
字
新
宿
で

す
。

◆
ど
ん
な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
か

　

幼
い
頃
は
、
保
育
所
も
な
く
母
に
連
れ
ら
れ
て
行
く
畑
や

野
原
が
遊
び
場
で
、
蛙
と
お
い
か
け
ご
っ
こ
を
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
夏
に
は
阿
武
隈
川
で
泳
ぎ
、
冬
は
手
づ
く
り
の

そ
り
や
ス
ケ
ー
ト
で
遊
び
ま
し
た
。
元
々
手
先
が
器
用
だ
っ

た
の
で
、
小
・
中
学
校
で
は
理
科
や
図
工
が
得
意
で
し
た
。

ま
た
、
郡
山
の
高
校
へ
通
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
自
転
車
で
石

川
駅
ま
で
行
く
の
が
本
当
に
長
く
感
じ
ま
し
た
。

◆
今
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か

　

漆
塗
り
の
魅
力
に
引
か
れ
、
昭
和　

年
か
ら
会
津
若
松
市
、

５０

福
井
県
鯖
江
市
河
和
田
に
て
漆
工
の
修
行
を
し
、
昭
和　

年
５６

に
鯖
江
市
で
独
立
し
ま
し
た
。

お
碗
、
鉢
、
皿
、
茶
た
く
、
お
凡
、
お
膳
、
重
箱
、
箸
、
ス

プ
ー
ン
な
ど
、
自
分
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
器
の
漆
塗
り
を
手
が

け
て
い
ま
す
が
、
問
屋
の
注
文
を
受
け
る
ほ
か
、
各
地
で
展

示
会
も
開
い
て
い
ま
す
。
展
示
会
で
は
、
作
っ
た
器
に
料
理

を
盛
り
、
実
際
に
お
客
様
に
食
し
て
い
た
だ
く
の
で
す
が
、

美
味
し
そ
う
に
食
し
て
い
る
姿
を
拝
見
し
た
り
、
器
を
誉
め

て
い
た
だ
い
た
時
が
本
当
に
嬉
し
い
で
す
ね
。

　

漆
器
は
、
は
げ
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
見
え
な
い

下
地
の
仕
事
を
キ
ッ
チ
リ
や
り
、
丹
精
込
め
て
作
っ
た
も
の

は
長
持
し
て
い
ま
す
。

◆
あ
な
た
か
ら
見
る
石
川
町
は

　

故
郷
か
ら
の
米
、
果
物
、
野
菜
な
ど
の
贈
り
物
は
、
ど
こ

の
物
よ
り
も
美
味
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。
新
た
な
挑
戦
と
と

も
に
、
伝
統
文
化
も
残
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
の
伝
統
文
化
・
漆
塗
り
を　

年
３０

見
え
な
い
仕
事
を
き
ち
ん
と
や
る
こ
と
が
大
切
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た
里
山
の
自
然
が
大
好
き
で
す
。

●
ど
ん
な
将
来
を
望
み
ま
す
か

　

石
川
町
に
は
、
豊
か
な
自
然
、
世
界

的
に
知
ら
れ
て
い
る
鉱
石
、
そ
し
て
自

由
民
権
運
動
の
歴
史
、
と
宝
も
の
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
近
年
は
す
べ
て
に
平
均

化
し
て
し
ま
っ
て
、
特
色
が
薄
く
な
っ

各
地
域
の
歴
史
、
文
化
、
伝
統

な
ど
が
失
わ
れ
て
い
き
ま
せ

ん
か
？

合
併
前
に
地
域
に
お
い
て
そ

れ
ぞ
れ
育
ま
れ
て
き
た
歴
史
、

文
化
、
伝
統
な
ど
に
つ
い
て
は
、
旧
市

町
村
の
名
称
を
市
町
村
内
の
町
・
字
名

や
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
の
名
称
な
ど

と
し
て
残
し
た
り
、
合
併
を
機
に
地
域

の
資
料
館
な
ど
を
整
備
し
た
り
し
て
、

新
市
町
村
の
貴
重
な
財
産
と
し
て
守
っ

て
い
く
べ
き
も
の
で
す
。

　

住
民
の
み
な
さ
ん
も
地
域
の
歴
史
や

文
化
を
見
直
す
チ
ャ
ン
ス
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

合併問題
Ｑ＆Ａ④

郷
土
の
良
い
と
こ
ろ
に
目
を
向
け

地
場
産
業
の
掘
り
起
こ
し
に
創
意
工
夫
を

ＱＡ

仲
田　

茂
司
さ
ん
●

さ
ん
●
中
野
字
寺
内

▲石川で最も標高が高い二本ブナ

▲自由民権発祥の地の石碑がある石尊山

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
全

国
の
地
方
が
衰
退
す
る
中
で
、
萎
縮
し

て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
郷
土
の
良
い

と
こ
ろ
に
目
を
向
け
、
誇
り
を
持
ち
な

が
ら
、
地
場
産
業
の
掘
り
起
こ
し
な
ど

に
、
創
意
工
夫
を
重
ね
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

例
え
ば
、
石
川
町
の
里
山
で
す
が
、

東
京
の
知
人
た
ち
を
、
生
家
の
近
く
に

あ
る
中
田
の
「
二
本
ブ
ナ
」
に
案
内
し

た
ら
、
そ
の
自
然
に
と
て
も
感
動
し
、

ま
た
、
母
の
山
菜
料
理
も
喜
ん
で
く
れ

ま
し
た
。
私
は
、
事
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
「
５
×
緑
」
研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
、「
里
山
通
信
」
を
発
信
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w
w
w
.g
o
b
a
im
id
o
ri.jp
/

た
植
物
の
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

創
業
者
の
理
念
は
、「
在
来
植
物
の
優

良
な
も
の
を
生
産
す
る
」
で
す
。
私
た

ち
は
、
東
京
の
造
園
設
計
事
務
所
の
指

導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
里
山
植
物
を

マ
ッ
ト
に
し
た
商
品
を
開
発
し
て
、
首

都
圏
向
け
に
出
荷
し
て
い
ま
す
が
、
反

響
は
大
き
い
で
す
。
こ
の
新
商
品
を
軌

道
に
の
せ
る
た
め
に
、
父
や
社
員
さ
ん

と
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

●
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
か

　

以
前
、
学
芸
員
と
し
て
勤
務
し
て
い

た
三
春
町
で
は
、
自
由
民
権
運
動
の
研

究
に
も
携
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

自
由
民
権
運
動
の
全
国
的
な
中
心
地
で

あ
っ
た
石
川
町
の
歴
史
は
、
私
の
誇
り

で
す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
こ
ろ
、
父
や

近
所
の
人
た
ち
と
、
野
ウ
サ
ギ
を
狩
っ

●
今
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か

　

平
成
６
年
に
石
川
町
に
帰
り
、
父
が

創
業
し
た
有
限
会
社
・
仲
田
種
苗
園
を

継
い
で
、
社
長
に
な
っ
て
５
年
に
な
り

ま
す
。

　

当
社
は
、
公
共
用
緑
化
樹
木
を
生
産

し
て
き
ま
し
た
が
、
公
共
事
業
の
縮
小

に
よ
っ
て
、
新
し
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
し



「

ふ
く
し
ま
学
習
空
間

ふ
く
し
ま
学
習
空
間
・
夢
ま
な
び
と

夢
ま
な
び
と
」とは

ふ
く
し
ま
学
習
空
間
・
夢
ま
な
び
と 

「
県
民
カ
レ
ッ
ジ
」が
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
　
石
川
町
教
育
委
員
会 

「

ふ
く
し
ま
学
習
空
間
・
夢
ま
な
び
と
」とは

11広報いしかわ　３月号

村
（
北
茨
城
市
）

の
武
子
庄
兵
衛
、

下
総
（
千
葉
県
）

船
橋
（
船
橋
市
）
の
小
川
伊
兵
衛
、
下

総
行
徳
（
市
川
市
）
の
矢
吹
亀
吉
な
ど

で
す
。

　

原
料
葉
た
ば
こ
の
買
入
れ
先
は
形
見

村
の
角
田
藤
左
衛
門
、
石
川
村
の
鈴
木

慎
之
助
、
湯
郷
渡
村
の
添
田
保
兵
衛
、

松
川
村
の
瀬
谷
長
吉
、
母
畑
村
の
木
戸

宗
三
郎
、
須
釜
村
の
我
妻
栄
造
、
南
山

形
村
の
十
文
字
伝
三
郎
な
ど
で
す
。
彼

ら
は
村
内
の
農
家
か
ら
葉
た
ば
こ
を
買

い
集
め
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

松
川
葉
を
納
入
し
た
鈴
木
慎
之
助
は

旧
高
田
村
の
庄
屋
で
、
角
田
と
十
文
字

は
石
陽
社
の
社
員
で
し
た
。

　

久
右
衛
門
は
石
川
・
東
白
川
郡
内
の

慎
之
助
ら
か
ら
葉
た
ば
こ
を
買
入
れ
、

加
工
し
た
も
の
を
主
に
関
東
方
面
に
売

り
さ
ば
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

79

編
纂
室
だ
よ
り 

　

古
文
書
の
伝
わ
り
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
漆
塗
り
の
立
派
な
箱
に
入
っ
て
い

る
系
図
、
葛
籠
（
つ
づ
ら
）
に
収
め
ら
れ
た
庄
屋
文
書
、
代
々
の
行
政
区
長
に

引
き
継
が
れ
て
き
た
区
有
文
書
、
風
呂
敷
に
包
ま
れ
親
か
ら
子
へ
と
伝
え
ら
れ

た
家
の
文
書
、
等
々
。
今
回
は
軽
視
さ
れ
が
ち
な
、
襖
（
ふ
す
ま
）
の
下
張
り

に
使
わ
れ
て
い
た
文
書
を
紹
介
し
ま
す
。

（
お
知
ら
せ
）

　

ふ
く
し
ま
学
習
空
間
・
夢
ま
な
び
と
（
県
民
カ
レ
ッ
ジ
）

　

連
携
講
座
の
募
集

　

６
月
か
ら
始
ま
る
、
県
民
の
み
な
さ
ん
の
生
涯
学
習
を
支
援
す
る
し
く

み
「
夢
ま
な
び
と
」
で
は
、
連
携
し
て
講
座
を
実
施
し
て
い
た
だ
く
機
関
・

団
体
や
企
業
、
個
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
方
法

　

お
問
い
合
わ
せ
先
の
申
込
書
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
募
集
期
間

　

２
月
末
か
ら
随
時
（
３
月
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
講
座
情
報
は
、
学
習
情

報
誌
創
刊
号
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。
以
下
次
号
掲
載
）

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
県
教
育
庁
生
涯
学
習
文
化
グ
ル
ー
プ

　

�
０
２
４
―
５
２
１
―
７
７
８
６　

�
０
２
４
―
５
２
１
―
７
９
７
２

　

県
中
教
育
事
務
所

　

�
０
２
４
―
９
３
５
―
１
４
８
８　

�
０
２
４
―
９
３
５
―
１
４
９
４

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.k
e
n
m
in
c
o
lle
g
e
.fk
s
.e
d
.jp

　
 
   
    
 
 
  
 
 
 
  
‐  
   
 
 
   
 
  
 
   

/  

見
え
て
き
た 

明
治
初
期
の
た
ば
こ
の
生
産
と
流
通

　

江
戸
時
代
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、

地
域
住
民
の
生
活
を
支
え
て
き
た
産
業

は
い
う
ま
で
も
な
く
農
業
で
し
た
。

　

な
か
で
も
現
金

収
入
源
に
な
っ
た

も
の
が
、
馬
産
・

葉
た
ば
こ
・
養
蚕

で
あ
る
こ
と
は
よ

く
知
ら
れ
て
お
り

ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
意

外
に
も
そ
の
実
態

を
伝
え
た
史
料
は

少
な
く
、
関
係
資

料
の
発
掘
が
町
史

編
纂
の
課
題
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
近
、
水
野
輝

夫
家
文
書
（
大
字
双
里
）
を
拝
見
す
る

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
明
治
以
降
の
近

代
文
書
を
収
め
た
箱
の
他
に
、
襖
を
は

が
し
束
に
し
た
も
の
が
あ
り
、
そ
の
下

張
り
が
目
に
と
ま
り
ま
し
た
。
ま
さ
し

く
葉
た
ば
こ
の
生
産
と
売
買
に
関
す
る

明
治
時
代
の
文
書
で
、
書
い
た
人
は
ご

先
祖
の
水
野
久
右
衛
門
（
文
政　

年
〜

１１

明
治　

年
）
の
よ
う
で
す
。
早
速
借
用

２７

し
、
慎
重
に
は
が
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
明
治　

年
７
月
１

１６

日
か
ら　

日
の
間
に
「
玉
造
煙
草
（
た

１５

ば
こ
）」
を
９
５
５
個
、
重
量　

貫
３
０

２８

０
匁
（
約
７
・
５
㎏
）、
金
額
に
し
て
８

円　

銭
分
を
「
製
造
」
し
、
こ
れ
を
翌

２３
月
山
形
村
の
遠
藤
長
吉
に
売
渡
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
外
の
売
渡
し
先
は
茨
城
県
平
潟

民
権
家
も
登
場

　

福
島
県
で
は
、
平
成　

年
度
か
ら
県
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
機
会
を
体
系
化

１６

し
、
県
民
の
み
な
さ
ん
に
提
供
す
る
、
福
島
県
全
域
を
対
象
と
し
た
「
新
し
い

総
合
的
な
広
域
的
学
習
サ
ー
ビ
ス
提
供
シ
ス
テ
ム
」
ふ
く
し
ま
学
習
空
間
・
夢

ま
な
び
と
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

　

県
や
市
町
村
の
施
設
を
は
じ
め
、
大
学
、
民
間
事
業
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
県
民

に
学
ぶ
機
会
や
場
を
提
供
す
る
機
関
が
連
携
、
協
力
し
た
生
涯
学
習
の
し
く
み

で
す
。

み
な
さ
ん
の
学
び
を
応
援
し
ま
す

石
川
地
方
の
地
場
産
業

▲水野輝夫家文書

襖
の
下
張
り
文
書

�
県
民
の
み
な
さ
ん
は
、
県
主
催
の
講
座
に
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

�
県
民
の
み
な
さ
ん
は
、
他
の
市
町
村
の
講
座
（
地
域
講
座
）
に
自
由
に

参
加
で
き
ま
す
。
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そ
の
油
断 

火
か
ら
炎
へ 

災
い
へ 

57

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

●
自
由
化
の
進
ん
だ
自
動
車
保
険

　

自
動
車
保
険
に
は
法
律
で
加
入
が
義

務
づ
け
ら
れ
た
自
賠
責
保
険
の
ほ
か
に

任
意
保
険
が
あ
り
ま
す
。
近
年
、
任
意

保
険
は
自
由
化
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
タ

イ
プ
の
も
の
が
登
場
し
、
そ
れ
だ
け
に

選
び
方
も
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
任

意
保
険
の
主
な
申
し
込
み
経
路
は
、
代

理
店
と
通
信
販
売
で
す
が
、
車
種
や
運

転
す
る
人
の
状
況
に
よ
っ
て
異
な
る
も

の
の
、
一
般
的
に
通
信
販
売
の
保
険
料

の
方
が
安
く
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う

で
す
。

　

な
お
、
近
年
で
は
ほ
と
ん
ど
の
会
社

が
導
入
し
て
い
る
リ
ス
ク
細
分
型
保
険

は
、
契
約
者
の
リ
ス
ク
度
合
い
（
年
齢
、

居
住
地
域
な
ど
）
に
応
じ
て
保
険
料
が

決
ま
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
事
故
を
起
こ

し
に
く
い
人
は
保
険
料
が
安
く
、
逆
に

起
こ
し
や
す
い
人
は
保
険
料
が
高
く
な

る
の
で
、
必
ず
し
も
保
険
料
が
安
く
な

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
自
動
車
保
険
を
選
ぶ
ポ
イ
ン
ト

　

補
償
内
容
や
特
約
、
サ
ー
ビ
ス
は
各

社
さ
ま
ざ
ま
な
の
で
、
商
品
の
比
較
か

　

春
先
を
中
心
に
、
た
き
火
や
火
入
れ

の
拡
大
、
た
ば
こ
火
の
不
始
末
に
よ
る

林
野
火
災
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

 
林
野
火
災
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト 

●
空
気
が
乾
燥
し
、
風
の
強
い
日
は
、

火
入
れ
・
た
き
火
を
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

●
た
き
火
を
す
る
と
き
は
、
周
囲
に
燃

え
や
す
い
物
が
な
い
と
こ
ろ
で
、
水
バ

ケ
ツ
な
ど
を
準
備
し
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
完
全
に
火
が
消
え
る
ま
で
は
、
目
を

離
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
屋
外
で
た
ば
こ
を
吸
う
と
き
は
、
携

帯
用
の
灰
皿
な
ど
を
用
意
し
、
火
の
つ

い
た
た
ば
こ
を
捨
て
る
の
は
止
め
ま
し

ょ
う
。

　

平
成　

年
１
月
１
日
か
ら
、
須
賀
川

１６

地
方
広
域
消
防
組
合
管
内
災
害
出
動
に

伴
う
緊
急
車
両
の
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
方
法

が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
！
サ
イ
レ
ン
だ　

火
事
か
な
？
と

思
っ
た
ら
良
く
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

火
災
出
動
の
時

　

ポ
ン
プ
車
は
し
ご
車
等
の
サ
イ
レ
ン

は
「
ウ
ー
ウ
ー
ウ
ー
カ
ン
カ
ン
カ
ン
」

救
助
出
動
等

（
火
災
以
外
の
出
動
）
の
時

　

救
助
工
作
車
ポ
ン
プ
車
の
サ
イ
レ
ン

は
「
ウ
ー
ウ
ー
ウ
ー
」

ら
損
・
得
を
考
え
て
も
な
か
な
か
選
べ

ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
自
分
が
自
動
車
保

険
に
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
求
め
る

か
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。「
受
け

ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
」「
支
払
う
保
険
料
」

「
事
故
の
時
の
対
応
」
に
望
む
も
の
、

あ
る
い
は
そ
の
優
先
順
位
が
ポ
イ
ン
ト

で
す
。
代
理
店
で
は
、
人
を
介
し
て
加

入
す
る
の
で
顔
の
見
え
る
安
心
感
が
あ

り
ま
す
が
、
代
理
店
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ

ス
内
容
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
よ
く
内

容
を
確
認
し
ま
し
よ
う
。
な
お
、
最
近

で
は
通
信
販
売
で
も
事
故
時
の
現
場
急

行
サ
ー
ビ
ス
な
ど
「
顔
の
見
え
る
」
対

応
を
す
る
会
社
も
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
ろ
自
動
車
保
険
は
か
け

た
ま
ま
に
せ
ず
、
随
時
見
直
し
を
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

家
庭
・
オ
フ
ィ
ス
で
で
き
る

省
エ
ネ　

の
提
案

１８

電
気
製
品
の
待
機
時
消
費
電
力

は
決
し
て
小
さ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

リ
モ
コ
ン
で
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ

て
い
て
も
電
力
を
消
費
す
る
機

器
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
電

気
製
品
の
主
電
源
を
こ
ま
め
に

切
り
ま
し
ょ
う
。

電
気
製
品
の
主
電
源

が
入
り
っ
放
し
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん

火災が発生 
しやすい時季 
みなさん 
気をつけて!!

火災が発生 
しやすい時季 
みなさん 
気をつけて!!
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今月の納期 町県民税申告相談会は３月１５日までに !!

になる
いい話。 

「
み
ん
な
で
地
域
づ
く
り
」
①

　

介
護
保
険
の
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て

高
齢
者
や
介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
人

の
生
活
の
仕
方
も
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
て

き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

先
月
、「
誰
も
が
安
心
し
て
い
き
い
き

と
暮
ら
せ
る
地
域
を
め
ざ
し
て
」
と
い

う
お
話
し
を
聴
き
ま
し
た
。

　

今
ま
で
「
介
護
す
る
立
場
」
…
と
思

っ
て
い
た
の
で
す
が
、
あ
な
た
は
ど
ん

な
介
護
を
受
け
た
い
で
す
か
、
あ
な
た

の
周
り
が
ど
ん
な
地
域
だ
っ
た
ら
今
の

家
で
ず
っ
と
暮
ら
し
て
い
け
る
で
し
ょ

う
か
…
と
投
げ
か
け
ら
れ
ま
し
た
。　

　

戦
後
の
団
塊
の
世
代
が
一
番
多
い
高

齢
者
と
な
る
の
は
、
ま
さ
に
、
あ
と　
２０

〜　

年
後
。
サ
ー
ビ
ス
も
限
ら
れ
て
い

３０
る
し
…
誰
に
も
世
話
に
な
ら
ず
元
気
だ

っ
た
ら
い
い
の
で
す
が
…
そ
う
と
も
限

り
ま
せ
ん
。
好
き
な
よ
う
に
し
て
き
た

つ
け
が
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
そ
の
た
め
に
は
隣
近
所
や
、

友
人
と
い
っ
た
「
ち
ょ
っ
と
」
と
い
う

と
話
し
を
聴
い
て
く
れ
る
人
が
い
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
心
の

支
え
も
含
め
、
こ
の
地
域
の
力
、
友
人

の
力
が
と
っ
て
も
大
切
で
す
ね
。
自
分

の
住
ん
で
い
る
地
域
で
、
普
段
か
ら
な

に
げ
な
い
会
話
の
多
い
交
流
が
始
ま
る

こ
と
が
第
１
歩
で
す
。
い
ず
れ
「
幸
せ

応
援
団
」
に
広
が
る
よ
う
に
…
。

医療費を大切に 医療費を大切に 
　医療費はここ数年増加を続けてきました。このまま医療費が増加すれば、その分、みなさん
に支払っていただく保険税も高くなってしまいます。 
　みなさんの医療費を大切にするために、何ができるか、一緒に考えてみましょう。 

医療費が 
増えたわけ 

健康づくりに取り組もう 

生活習慣病など、治療が長
期にわたる病気が増えた 

・１日３食、栄養バランスを考えた食事をとる 
・適度な運動を習慣づける 
・休養をとり、からだと心の疲れを解消する 
・生活リズムを整える 
・節煙、節酒を心がける 

・家族や社会とのかかわりを大切にする 
・目標や生きがいをもった生活をする 
・定期的に健診を受ける 
・何でも相談できる、かかりつけ医をもつ 

医療技術の進歩により、治
療にかかる費用が増えた 

高齢化が進み、医療機
関受診者が増えた 

健　康　づ　く　り　の　ポ　イ　ン　ト　は　？ 

心身ともにいつまでも健康でいるために、できるものから取り組んでいきましょう。 
みなさんの健康が、医療費を大切にし、国保制度をささええることにつながります。 

���������	
��


　健康づくりのためには食事・運動・休養が大切。食生活
改善推進員は、布と玄米を使って簡単に作れる「玄米ダン
ベル」を利用した『玄米ニギニギダンベル体操』の講習会
に参加しました。
　寒い時期の運動不足を家庭で解消できる、１５分程度で体
に負担をかけずに弱った筋肉を鍛えることができ、ポカポ
カ温まります。早速自分のダンベルを作って家庭で実践し
ています。
　玄米ダンベル体操は、これからの食改活動に取り入れて
いく予定です。

ダンベルを握っ
たら、手首を内側
に曲げて体操す
るのが、筋肉によ
く効くポイントで
す。 

玄米ダンベル体操
を毎日続けると、約
１ヶ月で白米になり
ます。いざという時
の非常食になります。 
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募
　
集 

相
　
談 

h
ttp
://w
w
w
. 

fukushim
a-m
inpo.co.jp/fm

l/

F
メ
ー
ル
 

　

町
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
愛
読
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
『
広
報
い
し
か
わ
』
は
、

平
成　

年
４
月
１
日
号
か
ら
リ
ニ
ュ
ー

１６

ア
ル
し
ま
す
。

●
ど
こ
が
変
わ
る
の
か
な
？

�
表
紙
か
ら
終
面
ま
で
全
ペ
ー
ジ
の
デ

ザ
イ
ン
・
レ
イ
ア
ウ
ト
を
一
新
！

�
「
人
物
発
見
伝
」、「
町
づ
く
り
を
学

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
、
段
階
的
に
デ
ザ

イ
ン
・
レ
イ
ア
ウ
ト
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

�
情
報
量
が
豊
富
で
、
見
や
す
く
、
使

い
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

h
ttp
://w

w
w
.to
w
n
.is
h
ik
a
w

 
   
    
 
 
   
 
 
   
 
  
 
 

a
.fu
k
u
s
h
im
a
.jp
/

 
   
 
 
 
 
  
 
   
 

ぶ
」
が
な
く
な
り
ま
す
。
好
評
で
し
た

人
物
発
見
伝
は
、
人
物
の
情
報
収
集
等

の
準
備
期
間
を
重
ね
、
ま
た
取
り
上
げ

て
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�
「
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
の
お
知

ら
せ
記
事
等
は
、
す
べ
て
『
行
政
だ
よ

り
』
に
移
し
、
お
知
ら
せ
記
事
を
行
政

だ
よ
り
に
ま
と
め
ま
す
。

�
ま
た
、
新
コ
ー
ナ
ー
も
検
討
中
で
す

の
で
お
楽
し
み
に
！

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

�
平
成　

年　

月
に
開
設
し
た
石
川
町

１０

１１

２００４年４月１日号から

デザイン・レイアウトをリニューアル

�����������������������������������������������������������������������������

�������������������������������������������������������

第４９回福島県市町村広報コンクール

��������	

幹
部
自
衛
官
を
募
集

　

住
宅
金
融
公
庫
に
よ
る
証
券
化
を
活

用
し
た
長
期
固
定
金
利
型
の
新
型
住
宅

ロ
ー
ン
が
民
間
金
融
機
関
か
ら
誕
生
し

ま
し
た
。

●
最
長　

年
の
長
期
固
定
金
利
型

３５

●
証
券
化
に
よ
り
民
間
金
融
機
関
を
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ

●
住
宅
の
「
質
」
を
確
保

●
保
証
料
・
繰
上
返
済
手
数
料
が
不
要

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

住
宅
金
融
公
庫
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.jyu
ko
u
.g
o
.jp
/

ま
た
は
、
住
宅
金
融
公
庫
東
北
支
店

�
０
２
２
�
２
２
７
�
５
０
０
３
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
一
次
試
験

　

平
成　

年
５
月　

日
（
土
）・　

日

１６

２２

２３

（
日
）　
（　

日
は
飛
行
要
員
の
み
）

２３

●
試
験
場
所　

日
本
大
学
工
学
部

（
飛
行
要
員
は
地
連
本
部
）

●
受
付
期
間

　

平
成　

年
４
月
７
日
（
水
）

１６

　

〜
５
月
６
日
（
木
）

※
試
験
場
所
及
び
試
験
日
は
、
平
成　
１５

度
の
例
で
あ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
福
島
地
方
連
絡
部

　

白
河
募
集
事
務
所

　

�
０
２
４
８
�
２
４
�
０
３
７
２

新
型
住
宅
ロ
ー
ン
が
誕
生

資　　格募　　集　　人　　員募集
種目

２２歳以上～

２６歳未満

大卒（見込含む）

陸・約７５人／海・約

６０人／空・約３５人

男　

子一
般
・
技
術

幹　

部　

候　

補　

生

陸・約１０人／海・約５

人／空・約５人

女　

子

２０歳以上

～３０歳未満

専門の大卒（見込含む）

陸・約１０人／海・約５

人／空・約５人

男　

女

歯
科
・
薬
剤

平成１６年度自衛隊幹部候補生募集

　福島県と福島県広報協会主催の「第４９回福島県市町

村広報コンクール」の審査会が１月２８日県庁で開かれ、

石川町が広報紙の部（町村の部・人口１万人以上）で

「入選」を受賞しました。

　今回入選したのは「広報いしかわ・平成１５年１２月

１日号」で、「農と食」をテーマに生産者から小売業者、

消費者など、１０ページに渡りあらゆる角度から取り上

げたものです。全国への出場は逃したものの５年連続

表彰となりました。

　この度の受賞は、町民のみなさんをはじめ、各関係

機関のご支援、ご協力のたまものであり紙上より厚く

御礼申し上げます。

　今後も、親しまれる広報紙を目指し、みなさんと一

緒に紙面を作り上げていきますので、更なるご支援、

ご協力をお願いします。
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３・４月 

３３３３３３３３３３月月月月月月月月月月３月 MMMMMMMMMMaaaaaaaaaarrrrrrrrrrcccccccccchhhhhhhhhh　March

老人福祉センター
同幼稚園
同幼稚園

各小学校体育館

役場宿直室
各保育所・児童館

各保育所

各保育所・児童館

老人福祉センター

心配ごと相談（１０：００～）
野木沢幼稚園卒園式（１０：００～）
石川文化幼稚園卒園式（１０：００～）

春分の日
国連水の日
小学校卒業式（石川・沢田・野木沢・中谷一・
中谷ニ・南山形・山形＝１０：００～／母畑＝９：３０～）
交通事故巡回相談（１０：００～）
保育所・児童館満了式（新田・谷沢・沢田
＝９：３０～／山形＝１０：００～）
世界結核デー
保育所満了式（第一・第二・母畑・野
木沢＝９：３０～）
保育所・児童館満了式（外槙・中田・
板南・中谷＝９：３０～）
心配ごと相談（１０：００～）

水
木

金
土
日
月
火

水

木

金

土
日
月
火
水

１７
１８

１９
２０
２１
２２
２３

２４

２５

２６

２７
２８
２９
３０
３１

４４４４４４４４４４月月月月月月月月月月４月 AAAAAAAAAApppppppppprrrrrrrrrriiiiiiiiiillllllllll　April

クリスタルパーク石川

各保育所

各保育所・児童館

各保育所・児童館

各小学校体育館

各中学校体育館
同体育館
老人福祉センター

同体育館
同幼稚園
同幼稚園

緑の募金（～５／３１まで）
未成年者飲酒防止月間
東日本高校強化ハンドボール大会

（～４まで／１０：３０～）
保育所入所式（第一・第二・母畑・野
木沢＝９：３０～）
保育所・児童館入所式（新田・中田・
中谷＝９：３０～）

保育所・児童館入所式（外槙・谷沢・
板南・沢田＝９：３０～）
小学校入学式（石川＝１０：３０～／沢田・
野木沢・母畑・中谷一・中谷ニ・南山
形・山形＝１０：００～）
中学校入学式（石川・沢田＝１０：００～）
学法石川高等学校入学式（１０：００～）
心配ごと相談（１０：００～）
世界保健デー

県立石川高等学校入学式（１０：００～）
野木沢幼稚園入園式（１０：００～）
石川文化幼稚園入園式（１０：００～）

木

金

土

日
月

火

水

木
金

土

１

２

３

４
５

６

７

８
９

１０

（平成１６年１月１日～１月３１日まで届出分　敬称略）

　

氏　
　

名　
　
　
　
　
　
　

住　

所

小　

松　

可　

奈 

新
屋
敷

安　

藤　

久　

江 

立
ヶ
岡

塩　

田　

サ　

イ 

沢　

井

岡　

本　

�　

三 

湯
郷
渡

�　

田　

勝　

亥 

沢　

井

岡　

部　

ハ
ツ
ヨ 

坂　

路

矢　

内　

心　

子 

鹿
ノ
坂

矢　

内　

祐　

男 

南
山
形

遠　

藤　

シ　

マ 

中　

田

原　
　
　

正　

美 

新　

町

迎　
　
　

ミ　

ヨ 

北　

町

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

お
く
や
み

　

氏　
　

名　
　

保
護
者　
　

住　

所

山
崎　
 
菜 
緒
   

（
秀　

生
・
朝　

美
）
双　

里

な 

お

佐
久
間　

輝
   

（
鉄　

也
・
綾　

子
）
中　

野

ひ
か
る

山
田　

拓
海

    

（
喜
三
男
・
喜
久
恵
）
王
子
平

た
く
み

小
豆
畑 
知  
歩 
（
和　

弘
・
明　

美
）
松
木
下

ち 

ほ

黒
川 
菜  
 々
美
   

（
正　

幸
・
恵
美
子
）
中　

野

な 

な 

み

大
森　
 
清
夢 
（
正　

則
・
秋　

子
）
沢　

井

き
よ
む

岡
部　

聡
人

    

（
記　

史
・
さ
お
り
）
屋
敷
入

あ
き
と

草
野　
　

唯
   

（
文　

明
・　

薫　

）
曲　

木

ゆ
い

橋
本　

恵
太

    

（
優　

治
・　
　
　

）
矢
ノ
目
田

け
い
た

鈴
木　

裕
哉

    

（
信　

司
・　

都　

）
矢
ノ
目
田

ゆ
う
や

大
越　

叶
子

    

（
則　

夫
・
恵　

子
）
中　

野

か
の
こ

松
原　
　

彩
   

（
浩　

幸
・
ミ
イ
子
）
矢
ノ
目
田

あ
や

南
條　

満
咲

    

（　

明　

・
優　

子
）
坂　

路

み
さ
き

　

新　

郎　

新　

婦　
　
　
　

住　

所

竹　

田　

竜　

児 

中　

野

鈴　

木　

志　

暢 

平
田
村

斉　

藤　

寛　

人 

双　

里

我　

妻　

静　

子 

古
殿
町

有　

賀　

正　

司 

い
わ
き
市

永　

瀬　

綾　

子 

曲　

木

�　

木　

宏　

志 

古　

舘

佐
々
木　

直　

子 

双　

里

カ
ッ
プ
ル
誕
生

〔〔 〔

〔

チ
ャ
ン
テ
イ

ト
ゥ
ト
ゥ
イ



施設の紹介 

編 集 後 記  

町民憲章 
1.自然と文化を愛し 
　　　　豊かな町をつくりましょう 
1.親切と勤労をむねとし 
　　　　住みよい町をつくりましょう 
1.歴史と未来をみつめ 
　　　　誇りある町をつくりましょう 

表 紙 の 登 場 人 物  

町の人口 

●編集と発行　福島県石川郡石川町役場総務課　TEL.（0247）26-2112　FAX.26-0360 
●URL/http://www.town.ishikawa.fukushima.jp/  E-mail/Koho_K@town.ishikawa.fukushima.jp

●第204回● 
母畑保育所 

　外遊びが大好きな子どもたちは、広い所庭を元気に走り回り、大好
きなドッジボールやままごと、鉄棒遊びを楽しんでいます。17人と
少人数ではありますが、仲間意識やあそびへの意識が高まり、毎日、
想像性豊かにあそびを展開している子どもたちです。 

写真提供／関根政信さん 写真提供／関根政信さん 

　ヨーロッパ原産の帰化植物で、明治のはじめに渡来したと言われてい
ます。４月～６月にかけて、オオイヌノフグリと同じようなところに生え
ますが、やや乾いたところにも生え、オオイヌノフグリの盛りが過ぎるこ
ろに咲き始めます。茎は根元で分枝して直立し、高さ１０～３０㎝になりま
す。花は直径３～４㎜とオオイヌノフグリに比べるとずっと小さな花です。 
 

（タチイヌノフグリ：ゴマノハグサ科） 

　中谷児童館に通う鮎沢ほのかさん（中央）と
祖父の勝さん（左）、祖母の米子さん（右）です。 

19,211人（－13） 

（  ）内前月比 

●2月1日現在住民基本台帳● 

男 
女 

世帯数 

9,391人（－  6） 
9,820人（－  7） 
5,584戸（＋  2） 

　車社会の時代にバスは必要と問うとき、悩む人
たちも多いかもしれません。特集取材を進めるな
かで、地方バスの厳しい現状に驚かされました。
バスや電車は公共性が高く、走っているのが当た
り前のような中、地方は自家用車の利便性が高く、
利用しているのは学生と少しのお年寄りくらい。
存続をかけても、余裕がある時は、近くのバス停
から通勤、買い物にでも出かけて見ては…。昨年、
社会勉強と思い、子どもたちを連れて１０年ぶりに
水郡線に乗ってみました。結構、楽しいものですよ。 

（迎　茂城） 

「うらんさんは、ドッジボー
ルやなわとび、竹馬が大好
きです。寒い日もボールを
持って外へ出て行きます。
大好きなドッジボールの絵
を描きました。」 

木戸 うらんさん（6歳） 
ゆう や  

「クラス全体で夏から取り
組んできた鉄棒の逆上がり、
あっという間に出来るよう
になった湧也くん。出来る
ようになったうれしさを描
きました。」 

遠野　湧也さん（6歳） 

「出来るようになった逆上がり」 「楽しいドッジボール」 



２　い　いま、路線路線バスを考える 

５　石川町省　石川町省エネビジョン最終回最終回 

６　町　町のホットニュース 

８　みん　みんなの広場広場 

１０　I Like Ishikawa 

１１　町史編纂室　町史編纂室だより 

１４　町か　町からのお知らせ 
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平成１
６年３

月１
日発
行 

● 第5
30号

 ● 

２　いま、路線バスを考える 

５　石川町省エネビジョン最終回 

６　町のホットニュース 

８　みんなの広場 

１０　I Like Ishikawa 

１１　町史編纂室だより 

１４　町からのお知らせ 



ま
ち
を
走
る
路
線
バ
ス 

車
社
会
と
な
っ
て
い
る
現
在 

交
通
弱
者
で
あ
る
通
学
者
や
通
院
者
に
と
っ
て 

な
く
て
は
な
ら
な
い
交
通
手
段 

年
々
利
用
者
が
減
少
す
る
な
か 

町
の
負
担
も
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る 

厳
し
い
町
の
財
政
状
況
・
・
・
　
減
り
続
け
る
利
用
者
・
・
・ 

バ
ス
は
ど
う
な
る
の
か
？ 

今
回
は
、
路
線
バ
ス
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う 
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バ
ス
は
交
通
弱
者
の
あ
し

在
、
本
町
を
走
る
路
線
バ
ス
は
福

島
交
通　

路
線
と
Ｊ
Ｒ
バ
ス
１
路

１６

線
の
計　

路
線
が
走
っ
て
い
る
。

１７ス
の
利
用
者
は
、
交
通
手
段
を
持

た
な
い
高
校
生
を
始
め
と
し
た
児

童
・
生
徒
と
定
期
的
に
病
院
へ
通
う
高
齢

者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

線
バ
ス
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
交

通
手
段
を
持
た
な
い
交
通
弱
者
に

と
っ
て
は
、
日
常
生
活
に
は
欠
か
す
こ
と

の
出
来
な
い
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

イ
カ
ー
な
ど
の
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
の
普
及
に
伴
い
、
バ
ス
利
用

者
は
年
々
減
少
し
、
現
在
で
は
全
国
を
走

る
路
線
バ
ス
の
８
割
が
赤
字
路
線
と
言
わ

れ
て
い
る
。

島
県
内
で
の
年
間
バ
ス
利
用
者
は
、

昭
和　

年
の
１
億
５
、
８
１
７
万

４３

人
を
ピ
ー
ク
に
平
成　

年
に
は
３
、
１
２

１４

３
万
人
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
県
内
に
お

い
て
も
運
行
し
て
い
る
約
７
割
が
赤
字
路

線
と
な
っ
て
お
り
、
本
町
に
お
い
て
も
例

外
で
は
な
く
、
年
間
５
７
７
万
人
を
超
え

て
い
た
利
用
者
も
、
今
で
は　

万
人
ま
で

６７

落
ち
込
み
、
一
便
平
均
３
人
程
度
の
乗
車

人
数
と
な
っ
て
い
る
。

の
厳
し
い
財
政
背
景
も
あ
り
、
地

方
分
権
と
い
う
施
策
の
一
環
と
し

て
道
路
運
送
法
が
改
正
さ
れ
、
平
成　

年
１３

４
月
か
ら
新
し
い
バ
ス
制
度
が
は
じ
ま
っ

て
い
る
。ス

事
業
は
従
来
、
免
許
制
で
あ
っ

た
が
許
可
制
へ
移
行
さ
れ
た
。
つ

ま
り
、
国
に
よ
る
規
制
緩
和
施
策
の
一
つ

の
表
れ
で
あ
り
、
既
存
の
路
線
に
新
た
な

バ
ス
事
業
者
の
参
入
・
撤
退
が
自
由
に
で

き
、
事
業
者
間
の
競
争
に
よ
り
運
賃
値
下

げ
や
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
な
ど
が
図

ら
れ
る
と
し
た
考
え
で
あ
る
。

ス
路
線
の
自
由
化
は
、
赤
字
路
線

の
抑
止
と
事
業
者
の
健
全
経
営
を

目
指
し
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、
人
口
密
度

の
高
い
都
市
部
と
は
異
な
り
、
地
方
に
お
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町
を
走
る
バ
ス
事
業
者
も
苦
し
い

経
営
が
続
い
て
い
る
。
あ
る
バ
ス

事
業
者
は
、
余
り
活
用
さ
れ
て
い
な
い
土

地
や
建
物
な
ど
を
売
却
し
、
経
営
の
健
全

化
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
多
く
の
利
用

者
の
獲
得
を
め
ざ
し
、
一
定
距
離
以
上
の

運
賃
を
一
律
８
０
０
円
と
し
た
運
賃
の
値

下
げ
、
高
齢
者
・
障
害
者
や
子
ど
も
に
優

し
い
低
床
バ
ス
の
導
入
な
ど
に
よ
り
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

通
で
あ
れ
ば
と
う
の
昔
に
営
業
撤

退
が
な
さ
れ
、
廃
線
に
な
る
の
が

地
方
路
線
バ
ス
の
実
態
で
あ
る
。

か
し
、
マ
イ
カ
ー
が
普
及
し
た
と

い
っ
て
も
、
交
通
手
段
を
持
た
な

い
交
通
弱
者
に
と
っ
て
、
バ
ス
は
な
く
て

は
な
ら
な
い
交
通
機
関
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
町
は
赤
字
分
を
負
担
し
た
り
、
Ｊ
Ｒ

水
郡
線
と
乗
り
継
ぎ
を
考
慮
し
ダ
イ
ヤ
編

成
を
行
う
な
ど
、
少
し
で
も
利
用
し
や
す

い
よ
う
に
関
係
機
関
と
協
議
を
重
ね
路
線

維
持
に
努
め
て
い
る
が
、
利
用
者
増
と
は

な
っ
て
い
な
い
。

事
業
者
も
町
も
努
力
し
て
い
る
が
・・・

現バ路マ

福国

い
て
は
、
ま
す
ま
す
バ
ス
事
業
を
取
り
巻

く
環
境
が
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
と
言
え

る
。

ババ本

普し
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